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たまち いかけや やくよけ 

芝、 田 町の 錶掛 屋庄 五郎が 川 崎の 厄 除 大師へ 参詣す 

ると 云って 家 を 出た の は、 元 治 元年 三月 二十 一日の 

あけがた 

暁 方であった。 もちろん 日帰りの 予定であった から、 

かれは 七ッ (午前 四時) 頃から 飛び起きて 身支度 をし 

て、 春の 朝の まだ 明け 切らない うちに 出て 行った ので 

ある。 

庄 五郎の 家 は 女房のお 国と 小僧の 次 八との 三人 暮ら 

しで、 主人が 川 崎まい りに 出た 以上、 きょうは 商売 も 

休み 同 K である。 ことに 七ッを 少し 過ぎた ばかりで あ 



「内の人 はもう 出ました よ」 

外で は それぎ り 何も 云わなかった。 かれ を 怪し むら 

しい 町内の 犬の 声 も だんだんに 遠くな つて、 表 は ひつ 

そりと 鎮まった。 お 国 はまた 眠って しまったので、 そ 

れ からどの くらいの 時間が 過ぎた か 知らないが、 再び 

表の戸 をた たく 音が きこえた。 

「おい、 おい」 

今度 はお 国 は 眼 を さまさなかった。 二、 三度 も つづ 

けて 叩く 音に、 小僧の 次 八が ようやく 起きた が、 かれ 

も 夢と 現 の 境に あるよう な 寝ぼけ 声で 寝床の 中から 

さ 

Irt ヽ ち。 
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「平 公 は 確かに 来たんだ ね」 

「わたし も 奥に 寝て いたので、 顔 を 見た の じゃあ リま 

せんけれ ど、 どうも 平さん の 声の ようで したよ」 

「それから 親方 も 一度 帰って来 ましたよ」 と、 次 八が 

口を出した。 

「あら、 親方 も 帰って来 たの」 

それ はお 国に も 初耳であった。 

「わたし も 出て 見や あしません けれど、 親方の 声で 平 

さん は 来なかった かと 訊きました から、 来ません と 

云ったら、 それつ きりで 行って しまいました」 と、 次 

入 ま兑月 ン」 こ。 
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おそらく 二つに 一 つであろう。 その あとへ 平 七が 来て、 

誰も まだ 来て いないの を 見て、 あき 茶屋の 葭簀の なか 

へ はいって 寝込んで しまった。 又 その あとへ 藤 次郎が 

来て、 自分 は 置き去り を 食った のかと 疑って、 庄 五郎 

の 家へ 聞き 合わせに 行った —— 係り 役人 は 先ずこう い 

う 意見で、 庄 五郎の 死骸 はと どこお リ なく 女房に 引き 

渡された。 その 死骸に 何の 疵も なく、 なんの 紛失 物 も 

ない の を みれば、 お 国 もそう 考える より ほか はな かつ 

た。 

それから 二日 目の 八ッ (午後 二 時) 頃に、 庄 五郎の 

葬式 は 三 田の 菩提寺で 営まれた。 藤次郎 はふ だんから 



の 懇意で も あるので、 通夜 は 勿論、 きょうの 葬式に も 

施主 側と 一緒にな つて いろいろの 手伝い をした。 平 七 

は庄 五郎と 同職で、 しかも 従弟 同士で あるので、 無論 

に 昼夜 詰め切りで 働いた。 

庄 五郎 は 二十 八 歳 を f 期と して 世 を 去った が、 従弟 

の 平 七の ほかに 是ぞ という 親戚はなかった。 お 国 も 浅 

草に ひとりの 叔母 を もっている だけで、 その 叔母が 来 

て 何 かの 世話を焼 いていた。 年 も 若し、 子供 も 無し、 

殊に 女に は 出来ない 商売で あるから、 小僧の 次 八 は 平 

七の 方に たのんで、 お 国 は 夫の 三十 五日の 済む の を 

しょたい 

待って、 世帯 を 畳んで ひと 先ず 浅 草の 叔母の 家へ 引き 



「強情な 奴で、 なかなか 素直に 口 を あかねえ そうです 

お おば， y や 

が、 伊豆 屋も 旦那 方 もお なじ 見込みで、 もう 大番屋 へ 

送り込んだ という ことです」 

熊 蔵の 説明に よると、 平 七が 如何に 強情 を 張っても、 

かれは 無垢の 白地で もどされて 来そう もない というの 

である。 かれが 庄 五郎の 女房お 国に 惚れて いて、 あの 

女に 亭主がなければ と 口走った の は 事実で、 それに は 

証人 も あり、 当人 自身 も 認めて いる。 庄 五郎が 死んだ 

後に、 従弟 同士と はいいながら、 彼が なにから 何まで 

身に 引き受けて 世話 をして いるば かり か、 まだ 三十 五 

日 も 済まない うちにお 国の 叔母 をたず ねて 行って、 お 



「熊のと ころまで 行って くる。 あしたと 約束した の だ 

が、 思いついたら 早い 方が いい。 このごろ は 日が 長げ 

えから」 

まったく この頃の 日 は 長い。 半 七が 神 田の 家 を 出た 

の はもう 七ッ (午後 四時) に 近い ころで あつたが、 初 

夏の 大空 はま だ 青々 と 明るく 光って いた。 表に は 金魚 

を 売る 声が きこえた。 愛宕 下へ 行って 熊 蔵の 湯屋 をた 

ずね たが、 店 はもう 客の 忙 がしい 刻限であった ので、 

半 七 は 裏口へ まわって そっと 呼び出す と、 熊 蔵 はきよ 

ろき よろしながら 出て 来た。 

「親分。 早う ござんし たね」 



がま 

藤 次郎は 蟇が え る のように 店 さき の 土 に 手 を 突 い た 

も 、- 

まま 身動き もしなかった。 その 顔色 は 藍の ように 染め 

あ JS, ら あせ 

かえられて、 ひたいから は 膏 汗が にじみ 出して いた。 

しろうと 

「素人 だ。 きっかけ を 付けて やらな けり や あ 口が あけ 

めえ」 と、 半 七 は 熊 蔵 をみ かえった。 

「野郎、 しっかり しろ」 

熊 蔵 は い きなり 平手 で 藤次郎 の 横っ面 を 引っぱた く 

と、 かれは 眼が さめた ように 叫んだ。 

「恐れ入りました」 

かれが 緦 つきで 錶掛屋 の 店 さきから 引つ 立てられる 

頃に は、 四月の 日 もさす がに 暮れ かかって、 うす 暗い 



こ-つ. IP り 

柳の かげから 蝙蝠が 飛び出し そうな 時刻に な つていた。 

これに 就いて、 半 七 老人 はわた しに 話した ことがあ 

る。 

しらす 

「奉行所の 白洲の 調べ もそう です が、 わたくし 共の 調 

きんもつ 

ベ でも、 ぼつり ぼつり と しずか に 調べて 行く の は 禁物 

です。 しずかに 云って いると、 相手が その あいだにい 

ろい ろの 云い 抜け をかん がえ 出したり して、 吟味が 延 

びて いけません。 初めは しずかに 調べて いて、 さあと 

いう 急所に なって 来たら、 一 気に べらべらと まくし 掛 

けて、 相手に ちっとも 息をつかせない ようにし なけれ 



ばいけ ません。 息をつかせたら こっちが 負けです。 そ 

れ ですから 吟味 与力 や 岡つ 引 は 口の 重い 人で は 勤まり 

ません。 与力 は 口 だけ だから まだいい が、 岡つ 引 は 手 

も 働かせなければ ならない。 口 も 八丁、 手 も 八丁と は 

まったく この ことでしょう。 

ところで、 相手が この 藤次郎 なぞの ように 素人なら 

ば 力. 19 

ば 仕事 は 仕 易い のです が、 相手が 場数 を 踏んで いる 

くろうと こんにち 

玄人、 今日の ことばで 云う 常習犯の ような 奴になる と 

向う でも その 呼吸 を 呑み込んで いるので、 こっちの 

ことば 

詞が 少した るむ とすぐ に、 その 隙 をみ て、 『恐れな が 

ら 恐れながら』 と 打ち かえして 来て、 なに か 云い 訳ら 



しい こと を 云う。 それ を 一 々云わせる と、 吟味が 長び 

くば かりで なく、 しまいに は 変な 横道の 方へ 引き摺 リ 

おそ 

込まれて、 ひどく 面倒な ことにな つてし まう 虞れ が あ 

ります から、 相手が なんと 云おうと も 委細 かまわずに 

冠せ かけて、 こっちの 云う だけの こと を 真っ直ぐに 

云って しまわなければ ならない。 その 呼吸が なかなか 

むずかし いもので、 年の わかい 不馴れの 同心な どが 番 

屋で 罪人 を しらべる 時、 相手が 玄人 だと あべ こべに 云 

い 負かされて、 そばで 見て いて はら はらす る ことがあ 

リ ま ^9 

それから 罪人の 横っ面 をな ぐったり する。 今から み 
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